
自然環境情報
◇草原・樹林地の分布状況
・草原現況図・変遷図（過去２０年）作成
　→ランドサットデータから

◇重要な景観・希少野生動植物の分布状況
・主要道路・展望台からの可視領域
・住民・観光客に好まれる景観
・草原性の希少動植物分布
　→平成12・13年度調査から

社会環境情報
◇牧野組合による草原の維持管理状況
・組合員数、平均年齢、野焼き・輪地切り実
施状況等
　→牧野組合アンケート調査から（牧野カル
テ更新）

◇土地所有、権利制限、公的資金等投入状況
・既存行政資料等から

基礎調査（阿蘇郡全域レベル）

自然条件から
見た草原の保
全上重要性の
高い地域

社会条件から見て
草原の維持管理が
困難な地域
問題の無い地域

景観・多様性保全
上、重要性・緊急性
が高い地域や、重要
性が高く維持管理も
問題の無い地域な
どケーススタディー
地域を抽出

詳細調査（牧野組合レベルのケーススタディー）

自然環境情報
◇草原・樹林地の分布状況
・草原タイプ・樹林地分布図作成
　→空中写真・牧野組合へのヒアリング等から
◇群落構造・種構成・多様度等
　→現地調査から
◇希少種の生息生育状況や減少要因
　→地元専門家等へのヒアリング等から
◇景観阻害要因（道路・展望台周辺の植林地、廃
屋等）
　→空中写真・現地調査等から
◇維持管理の制限要因となる傾斜・起伏等
　→国土地理院の数値情報データから

社会環境情報
◇牧野組合による草原の管理状況
◇草原及び周辺の森林の所有状況
◇権利制限・公的資金投入状況等
◇廃屋等の所有状況や管理者の意向
　→牧野組合へのヒアリング等から

草原の評価（保全・再生実施の観点からタイプ区分）
基準例）
・景観保全から見た重要度
・希少動植物から見た重要度
・牧野組合の管理状況から見た緊急度
・保全・再生対策導入の容易さ
など…

草原保全・再生に向けた課題の整理
・将来的に保全・再生すべき草原エリアとその理由

維持管理手法の検討
・特に自然再生事業を積極的に進めるべきエリアとその維
　持管理手法
など

人口・産業動向等の将来的見通し、草
原の観光利用等への可能性
など…（他の作業部会等から）

自然再生事業計画のとりまとめ

・目標設定、基本方針
・事業候補地、事業内容
・拠点施設整備計画

草原維持活動支援システムに関する検討部会
・輪地切り省力化技術の確立・普及
・草原維持活動支援組織の形成
・草の需要創出

情報発信・合意形成に関する検討部会
・国立公園利用・環境教育等のあり方
・情報発信のあり方
・自然再生事業への合意形成

草原管理手法に関する検討作業の流れ

平成15年度に調査実施

◇樹林地除去後の植生変化モニタリング
 　維持管理放棄地の草原植生
　モーモー輪地切り導入後の植生変化

草原管理手法の検討・実証試験
◇希少チョウ類等の出現数
◇維持管理手法・密度の異なる調査区の長
期的モニタリング

平成16年度調査のうち
今回の議論

資料２


